
どうぶつに人間（ヒト）の病気になってもらう

はじめに
脳の難病の原因を探ったり治療法を開発するためには「モデル」が必要です。人間の病気を完全に再
現することは困難ですが、実験動物に人間と同じ病気になってもらうことで、そこから見えてくるも
のがあります。

何の病気を研究しているの？
「パーキンソン病」という病気です。
日本に10万人以上の患者さんがいる“難病”で治療法がありません。
脳の「ドパミン神経」がじわじわと減って「ドパミン」が少な
くなることが原因の中心であると分かっていますが、なぜ細胞
が減っていくのか分かっていません。
マウスにある種の毒物を与えれば「ドパミン神経」が障害され
ることが分かっていますが、これでは「じわじわ細胞が減る」
原因を再現できていません。

でも原因が分からないのにどうやって
モデル動物を作るの？
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じわじわ病気になる「モデル」ができれば、
病気の症状が出る前に何が起きているのかを
調べたり、細胞が減らないような治療を

試したりできるのに、、、

１．亡くなった患者さんの脳を調べる
→ 健康な人にはない塊があった

－ 全部のGBAを異常にしてし
まったマウスは出生後すぐに死
んでしまうことが分かった
－ 半分のGBAを異常にしたマウ
スは特に何の異常も見せなかっ
た
－ マウス以外の動物で、全部
のGBAを異常にしてもある程度生
存できる動物を探した ⇒

２．塊の成分を調べる
→ アルファシヌクレインという

タンパク質だった

３．脳にたくさん人間
と同じアルファシヌク
レインが溜まるマウス
を作ってみよう

１．パーキンソン病になった患者さん達の遺伝子を調べる
→ 健康な人たちに比べて、

GBAという遺伝子の異常が多かった

２． GBAの遺伝子異常がある動物を作ってみよう

GBA変異メダカ

200年間いろいろな研究者が研究して
いるのにまだわからない難病

← 生きている人間の脳を研
究のために取り出すことはで
きない。人間の脳そのものを
水槽の中で生かして研究をす
ることもできない。



アルファシヌクレイン マウス GBA変異メダカ

この２つを組み合わ
せたらいいのでは？

アルファシヌクレイン＆GBAマウス

このマウスを解析
・血液を分析；見つかった物質を人間でも調べれば、
パーキンソン病の早期診断が可能に？
・遺伝子発現を分析；詳しいメカニズムが明らかに？
・実はとある「脂質」が増えていた→これが原因？これ
を減らせば良い？
このマウスを使って
・「Ｘ」という薬を投与したら
－アルファシヌクレインが溜まらなくなる？
－神経細胞が減らなくなる？

アルファシヌクレインはたくさん溜まったが、
神経細胞は減らなかった

普通のマウス アルファシヌクレインマウス 普通のメダカ GBA変異メダカ

神経細胞が減って、泳ぎ方も異常に。
更にアルファシヌクレインが溜まっていた

アルファ
シヌクレイン
マウス

GBA（半分だけ異常）
マウス

普通のマウス アルファシヌクレイン
＆GBAマウス

より毒性の強いアルファシヌクレインが溜まって、
神経細胞の減少が再現できた

パーキンソン病の謎を解明＆治療法の開発
→ 難病が治せる未来へ
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↑ 良いモデルだけど、
できればもう少し人間
に近い生き物で、、、

それぞれでは異常が出ないのに、重ね合わせると異常が出るというのも興味深い！
（アルファシヌクレインとGBAにはどういう関係があるのか？）
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